
学校番号 ４０７ 

平成 31 年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 ４単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版「最新数学Ⅰ」 （数研出版） 

副教材等 ３ＲＯＵＮＤ （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ⅰは４単位ですが、数学Ⅰαの２単位と数学Ⅰβの２単位に分けて授業を行います。さらに、

数学Ⅰβは少人数制授業です。しっかりと復習をし、１つ１つ身に付けていってください。 

各考査・各学期では、数学Ⅰαと数学Ⅰβは別々に成績を出しますが、１年間終わった段階で両者

を合わせて数学Ⅰとしての成績を出します。 

授業ではしっかりとノートをとり、問題演習では積極的に解いて自分なりの解答をつくることを大

切にしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

数と式，図形と計量，二次関数について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数

学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を

育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方  c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数と式,集合と命題,

２次関数,図形と計量

及びデータの分析の

論理や体系に関心を

もつとともに,数学の

良さを認識し,それら

を事象の考察に積極

的に活用して数学的

論拠に基づいて判断

しようとする。 

数と式,集合と命題,

２次関数,図形と計量

において,事象を数学

的に考察し表現した

り,思考の過程を振り

返り多面的・発展的に

考えたりすることな

どを通して,数学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

数と式,集合と命題,

２次関数,図形と計

量において,事象を

数学的に表現・処理

する仕方や推論の方

法などの技能を身に

付けている。 

数と式,集合と命題,

２次関数,図形と計

量における基本的な

概念,原理・法則など

を体系的に理解し,

基礎的な知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

・学習への取り組み 

・授業ノート 

・課題ノート 

・定期考査 

・授業ノート 

・課題ノート 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価方

法 a b c d 

一
学
期
（数
学Ⅰ

α

） 

数
と
式 

整式 

 

  ○ ○ a: 様々な事象を正の数と負の数，文字や文字

を用いた式及び方程式などで捉えたり，それ

らの性質や関係を見いだしたりするなど，数

学的に考え表現することに関心をもち，意欲

的に数学を問題の解決に活用して考えたり

判断したりしようとしている。 

b: 正の数と負の数，文字や文字を用いた式及

び方程式などについての基礎的・基本的な知

識及び技能を活用しながら，事象を見通しを

もって論理的に考察し表現したり，その過程

を振り返って考えを深めたりするなど，数学

的な見方や考え方を身に付けている。 

c: 正の数と負の数の四則計算をしたり，正の

数と負の数や文字を用いた式で表現したり，

その意味を読み取ったり，文字を用いた式で

乗法や除法を表したり，簡単な一次式の加法

と減法の計算をしたり，簡単な一元一次方程

式を解いたりするなど，技能を身に付けてい

る。 

d: 正の数と負の数の必要性と意味及びその四

則計算の意味，文字を用いることの必要性と

意味，方程式の必要性と意味及びその解の意

味などを理解し，知識を身に付けている。 

授業態度 

授業ノート 

課題ノート 

小テスト 

定期考査 

整 式 の加 法 ・ 減

法・乗法  

 ○ ○ ○ 

展開の公式  

 

  ○  

式の展開の工夫  

 

 ○ ○  

因数分解 

 

○  ○  

いろいろな因数分

解  

○ ○ ○  

実数 

 

○ ○ ○ ○ 

根号を含む式の計

算 

 ○  ○ 

２重根号  ○   

一
学
期
（数
学Ⅰ

β

） 
二
次
関
数 

関数 ○ ○ ○ ○ a: 具体的な事象の中にある２つの数量関係に

関心をもち、関係を調べようとする。２次関

数の表、式、グラフの相違点に関心をもち、

その違いを調べようとする。 

b: ２つの数量関係を表、式、グラフを用いて

考察することができる。２次関数のグラフの

特徴を考察することができる。 

c: ２つの数量関係を表、式、グラフを用いて

表現することができる。２次関数のグラフの

位置関係、グラフと式との関係を把握し、グ

ラフをかくことができる。２次関数の式を一

般形から標準形に変形することができる。 

d: 関数の定義や関数のグラフの意味を理解し

ている。グラフの平行移動について理解して

いる。 

授業態度 

授業ノート 

課題ノート 

小テスト 

定期考査 

関数とグラフ ○ ○ ○ ○ 

2axy  のグラフ 
○  ○  

qaxy  2
の

グラフ 

 ○ ○ ○ 

2)( pxay 

のグラフ 

 ○ ○ ○ 

qpxay  2)(

のグラフ 

 ○ ○ ○ 

cbxaxy  2

のグラフ  

 ○ ○ ○ 



2 次関数のグラフ

の平行移動 

 ○ ○ ○ 

2 次関数の最大・

最小  

○ ○ ○  

2 次関数の決定  ○ ○ ○ 

連立 3 元 1 次方

程式の解き方 

   ○ 

二
学
期
（数
学Ⅰ

α

） 

一
次
不
等
式 

不等式 ○ ○ ○ ○ a: 数量の関係を不等式で表し、それらを具体

的な事象の考察に活用しようとしている。 

b: 数量の関係を一次不等式で表すことができ

る。不等式の性質を基にして、一次不等式の

解き方を考察することができる。問題文の文

脈から数学的構造を見出し、問題解決に一次

不等式をどのように使うかを適切に判断す

る。 

c: 不等式の性質を基にして、一次不等式を解

くことができる。一次不等式の解を数直線上

に表すことができる。 

d: 不等式の中に含まれている文字の意味を理  

解している。不等式の性質を理解している。

一次不等式とその解の意味を理解し、解を求

めるための基礎的な知識を身に付けている。 

授業態度 

授業ノート 

課題ノート 

小テスト 

定期考査 

不等式の性質  ○ ○  

１次不等式の解き

方 

○  ○ ○ 

連立不等式   ○  

不等式の利用 ○    

二
次
関
数 

２次方程式   ○ ○ 上記「二次関数」参照 

2 次関数のグラフと 

x 軸の共有点 

 ○ ○ ○ 

 2 次不等式 ○ ○ ○ ○ 

 2 次不等式の利

用 

○    

二
学
期
（数
学Ⅰ

β

） 

図
形
と
計
量 

鋭角の三角比  ○ ○ ○ a: 角の大きさなどを用いた計量に関心をもつ

とともに,それらの有用性を認識し,具体的

な事象の考察に活用しようとする。 

b:角の大きさなどを用いた計量を行うための

数学的な見方や考え方を身に付け,具体的な

事象を考察することができる。 

c:具体的な事象の数量の関係を三角比などを

用いて表現し,図形のさまざまな計量を行う

ことが出来る。 

d:直角三角形における三角比の意味,三角比を

鈍角まで拡張する意義及び図形の計量の基

本的・基礎的な知識を身に付けている。 

授業態度 

授業ノート 

課題ノート 

小テスト 

定期考査 

三角比の利用 ○ ○ ○  

三角比の相互関

係 

 ○ ○  

三角比の拡張 ○ ○ ○  

三角比が与えられ

たときの角 

○  ○  

 正弦定理  ○  ○ ○ 



三
学
期
（数
学Ⅰ

α

） 

集
合
と
命
題 

集合と部分集合  ○ ○ ○ a:集合の抱合関係と命題を関連付けて捉え,そ

れらを命題の考察に活用しようとする。 

b:ベン図などを用いて数学の対象を整理しそ

れらを多面的・統合的に見ることが出来る。

事象を命題として表現し,考察することが出

来る。 

c:与えられた二つの集合の共通部分や和集合,

補集合などを求めることができる。簡単な命

題やその命題の逆・裏・対偶について真偽を

しょうめいすることができる。 

d:集合に関する基本的な記号・用語を理解して

いる。命題の必要条件・十分条件,逆・裏・

対偶などを集合と関連付けて理解している。 

授業態度 

授業ノート 

課題ノート 

小テスト 

定期考査 

共通部分，和集

合，補集合 

○  ○  

命題と集合    ○ ○ 

命題と証明  ○ ○ ○  

三
学
期
（数
学Ⅰ

β

） 

図
形
と
計
量 

 

余弦定理 

 

○  ○ ○ 上記「図形と計量」参照 授業態度 

授業ノート 

課題ノート 

小テスト 

定期考査 

三角形の面積    ○ ○ 

図形の計量  ○ ○  

ヘロンの公式   ○  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


